
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　今回､｢裁判員制度｣という小学生にとって難しい題材を社会事象としてとらえ社会的な認識を育む上で､検討を加えた上で単元化を図ったが､新聞記事からそれに応える十分な情報が得られた｡また､一つの社会事象を多面的に多角的に捉えるための資料を新聞記事から収集することができた｡教科書･資料集に比べ､最新性及び詳報性の高い内容に関わっては､新聞記事は有効であったと言える｡
	TextField2: 　｢裁判員制度に積極的に関わりたい｡○さんの記事にもあるように裁判を少しでもよくしていかなければと思う｡｣｢ぼくは､関わりたくない｡○さんの作文記事『人生を変える責任がある』というところが私の考えと同じ｡｣｢友だちの意見を聞き､もっと勉強しなくてはと思った｡一人の人間として常識や考えを持ちたい｣
	TextField2: 以下､単元の段階ごとに新聞記事を活用した｡(【　】内は活用した新聞記事の種類)
(1)単元序盤(4時間)＜社会的事象の見出し＞
　裁判員制度における概要と課題をつかむ｡
　記事から事実を知る｡｢どのようなことか｣という追究資料として【事実型の記事を活用】
(2)単元中盤(4時間)＜社会的事象の吟味＞
　裁判員制度の概要と課題における疑問点を調べる｡
｢なぜ～なんだろう?｣を調べる資料として【背景型の記事を活用】
(3)単元終盤(4時間)＜社会認識を深める＞
　裁判員制度の是非について自分なりの考えを持つ
｢どうしたらいいのか｣という判断を示す資料として【意見型の記事を活用】
　＊｢賛成｣｢反対｣それぞれの立場の記事を参考にして自分なりの考えを持ち､話し合いをした｡
○学習を補完する手だて　裁判所の方や新聞記者の話｡パンフレット･裁判所見学(模擬裁判)　
	TextField2: ｢わたしたちの生活と政治･裁判所のはたらき｣12時間
	TextField2: (1)裁判員制度を通して､裁判と国民とのかかわりを意欲的に調べ､考えながら追究していたか｡(2)裁判員制度について見学･新聞の活用､インタビューを通して具体的に調べ､わかりやすくまとめようとしていたか｡
	TextField2: ｢司法権を持つ裁判所｣が法律に基づいて裁判を行っていることを理解することができる｡｢国民の司法参加｣では､裁判員制度を取り上げ､法律に基づいて行われる裁判と国民の関わりについて関心を深める｡
	TextField2: わたしたちの生活と政治･裁判所のはたらき～新しい裁判のしくみ(裁判員制度)～
	TextField2: 社会科　35人
	TextField2: 第6学年
	TextField2: 竹内　隆司
	TextField2: 長野県長野市立吉田小学校
	TextField1: 子どもの社会的認識を育む社会科学習とは～効果的な新聞活用の構想より～



